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The area of Official Statistics expands more and more in the age of Big Data. The purpose of the 
Certificate Statistical Surveyor (CSS) is to train Officers in Statistical divisions, and Statistical 
Surveyors in the local governments. This article covers 3 topics. First, we explain the role of CSS in the 
Statistical Society Certificate. Second, Center for Statistics and Information (CSI) tried to promote the 
CSS for students in Rikkyo University. We report the programs and the results from 2013 to 2015. 
Third, we publish the recommendations for the system of the test in CSS. CSI provides preparation 
seminar for the exam. In the seminar, we use a preparation book we published our own and excerpted 
question collection with its explanation. Preparation book comprehensively explain the contents on the 
exam. Excerpted collection contains the questions that are easy to answer. The material and movie of 
the seminar are available on CSI website. Through our activity, we recognized some problem on the 
exam. To create better exam, we point out creating questions that ask more universal knowledge. 
Key words: The Certificate of Statistical Surveyor, Japan Statistical Society Certificate, Official 
Statistics 
















この論文は，主に 3 つのことを取り上げる。第 1 に統計検定における統計調査士の位置付
けや，資格の特徴を取り上げる。第 2 に立教大学における統計調査士の支援事業の詳細をま
とめる。第 3 に統計調査士の作問上の課題について取り上げ，その改善に向けた提言を行う。 
















のみに合格した後，5 年以内に（例えば，2016 年に合格したのであれば，2020 年までに）
もう統計調査士試験に合格する必要がある。2015 年試験までで専門統計調査士試験の合格
者は 561 名であったが，そのうち資格認定がなされたのは 465 人（約 83％）で約 100 人が
専門統計調査士試験に合格したにもかかわらず，資格認定は得られていない状態となって
いた。ただし，この値は2016年の試験における合格率および合格者数の大幅な増加により，


























試験は年 1 回で，11 月に実施される（2014 年試験以降は 11 月最後の日曜日）。また，専
門統計調査士も同日実施される。同日に両方の試験を受けることは可能だが，年に一度で
あるため，専門統計調査士に合格して統計調査士が不合格であった場合，専門統計調査士
の資格認定証を得るのは，最低でも 1 年後となる。 
統計調査士の受験料は，立教大学の学生は団体受験制度を通じて無料である（2016 年度
まで）が，一般申込では 5,000 円（統計検定 2 級と同額）である。なお，専門統計調査士
は 10,000 円と単独の試験としては最も高額である（統計検定 1 級は「統計数理」と「統計
応用」がそれぞれ 6,000 円だが，同時に受験申込を行うと 10,000 円になる）。 
統計検定の場合，結果の発表について Web 合格発表を希望した場合は約 1 か月後に統計
検定のウェブサイト上に合格の場合は受験番号が掲載される。また，2016 年試験の場合は




験者数は基本的に年々増加する傾向にあり，2016 年は過去最高の 452 名が受験した。合格
率は，2011 年の開始以降，2015 年まで年々低下する傾向にあったが，2016 年の試験では
大幅に上昇して 54.2％となっている。本学での受験者数は 2013 年に 19 人，2014 年に 23
人（合格者 10 名），2015 年に 25 人（合格者 5 名），2016 年に 6 人であった。 
図 1 統計調査士の受験者数と合格率の推移 
統計検定ウェブサイト「受験データ」の各年度ページより作成


























には大項目 A と B の内容が多く含まれているほか，「学ぶ・知る」に含まれる「統計用語辞
典」などから大項目 C に関連する情報も得ることができる。 
大項目 C 内の「主要な統計」について個別の情報は，e-Stat や該当する統計を所管する
省のウェブサイトから情報を得ることができる。しかしながら，他のインターネットから
Box. 3 統計調査士実施趣旨 












2016 年 12 月現在，2015 年 11 月の試験問題と解答が統計検定のウェブサイト上からダ
ウンロード出来る。ただし解説は付与されていない。
過去問題集としては，日本統計学会公式認定の『統計検定 統計調査士・専門統計調査士
公式問題集』が 2 冊と，同じく日本統計学会公式認定の『統計検定 問題と解説(2011 年・
2012 年)統計調査士・専門統計調査士』が刊行されている。『統計検定 統計調査士・専門統
計調査士 公式問題集』は 2011~2013 年の過去問題を収めたものと 2013~2015 年の過去問
題を収めたものの 2 種類がある。ただし，2016 年 12 月現在，一般的な書店で入手が可能













的及び意義」，「統計法（平成 19 年法律第 53 号）（抄）」，「統計法施行令（平成 20 年政令第
334 号）（抄）」，「統計法施行規則（平成 20 年総務省令第 145 号）（抄）」，「個人情報の保護













(8) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 3 号 
表 1 統計調査士参照基準項目表 
大 項 目 中 項 目 小 項 目
Ａ．統計の基本 
1 統計の役割 (1) 統計とは 統計の概念・歴史 
(2) 統計の意義 統計作成の目的 
(3) 統計と社会・経済 統計と社会・経済活動との関わり（社会の情報基盤，法令利用，施策・計画策定，国際比較）





























(1) 調査員制度 ① 調査員の使命と役割 
② 調査員の法的位置付け，身分，報酬，安全対策，災害補償(休業補償等)
③ 調査員の募集，登録調査員制度，採用基準(登録基準)等































ばよいのかの指針がない。2016 年度，CSI では，11 月試験(2016 年 11 月 27 日)の 1 か月








2013 年より，CSI 政府統計部会で『統計検定 統計調査士試験対策コンテンツ』を発行
している（2015 年 9 月に第 3 版を発行）。公的統計の歴史，制度の概要，代表的な基幹統
計の説明，および統計データの読み取り方，調査法の理論に関して網羅的に解説している




















(10) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 3 号 





























































るが，それぞれがさらに 3 つの性質に分けられる。1） 統計法などの細かい事項を覚えてい
ないと解けない問題，2） 基礎的な知識を持っていれば解答できる問題，3） 論理的にまた
は社会通念に照らし合わせて解答できる問題，の 3 つである。このうち，2） および 3） が，
各年度全問題のうち 7 割程度を占める。すなわち，1） 統計法などの細かい事項を覚える必
要のある問題に解答できなくても，残りの問題を確実に解答することによって，合格基準で
ある約 7 割の正答にたどり着くことができる。最低限の知識および社会通念で解答できる 2） 



















（2015 年 問 18 より）正答④ 
表 3 本学の実績 
2013 2014 2015 2016 
受験者 19 23 25 9 
合格者 － 10 5 －
合格率 － 43.5% 20.0% －
注）－は不明を表す。 









































































































表 4 統計に利用される産業区分 



























ことはない。GDP の整備に関して著名なクズネッツ（Simon S. Kuznets），国民経済計算
体系の整備に関してストーン（John Richard N. Stone），産業連関表の整備でレオンチェ





アトキンソン（Anthony B. Atkinson），SNA と生産性統計の整備で成果を上げたジョルゲ
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